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 合計 46,488 人 （ ＋ 14 ）
 女 23,077 人 （ ＋19 ）
 男 23,411 人 （ － 5 ）
世帯数 19,830 世帯 （ ＋ 12 ）

海と緑と光あふれる南城市

今月は「令和6年度 南城市施政方
針」を掲載しています。市長がこの 
1年間、どのような考えや方針で
まちづくりを行っていくかを、市
議会や市民の皆さまにお伝えする
ものです。 → p.2~9
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進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動
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　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。
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（１）ひとが育つ

進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。

（１）コロナ対策を徹底し、
　　市民が健康で活力あるまちづくり

（２）人と自然と先端技術が調和した
　　活力あるまちづくり

（３）子どもが夢と希望を持ち、
　　可能性を引き出せる教育環境のまちづくり

（４）高齢者や障がい者の方が生きがいと
　　安らぎの持てる福祉のまちづくり

（５）先端産業集積による
　　デジタル田園都市のまちづくり

（６）農業・漁業・畜産業・ものづくり産業等を
　　支援し、若者に夢と希望が広がるまちづくり

（７）歴史と伝統文化を継承し、
　　世界に誇れる平和なまちづくり

（８）災害に強い安全安心なまちづくり

（９）広域連携による南部広域のまちづくり
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（２）ひとが活きる

進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。

令和6年度 施 政 方 針
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（３）くらしの質が高まる

進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。
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（４）地域が元気になる

進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。

令和6年度 施 政 方 針
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（５）まちが整う

進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。
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進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。
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進め、利便性の高い交通ネットワ－クの形成に取り組
んでまいります。
　めまぐるしく変化する昨今の交通環境へ対応するた
め、企画部へ交通政策課を設置し、「地域公共交通の
活性化及び再生に関する法律」の改正等に対応するた
め、南城市地域公共交通計画の策定に取り組み、持続
可能な公共交通の実現を目指してまいります。
　働き方改革関連法によって２０２４年４月１日以
降、自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が９
６０時間に制限される、いわゆる「２０２４年問題」
や運転手不足等へ対応する必要があります。持続可能
な運行を目指し、一部運行の見直しなどの対策を実施
し、「Ｎバス」及び「おでかけなんじぃ」の運行を継続し、
市民、観光客等の移動手段の確保に努めてまいります。
　Ｎバスについては、６５歳以上及び、障がい者手帳
を有する市民を対象に、通院や買い物等の外出する機
会を促し、生きがいと安らぎの持てる環境の整備を図
ることを目的に、昨年６月より実証運行を行っており、
事業効果や実態把握に努めてまいります。
　南城市つきしろインターチェンジ南土地区画整理事
業については、引き続き、組合と連携を図りながら都
市拠点の形成に向けて取り組んでまいります。
　区画整理地内北側周辺では、地元の農畜水産物を
活用した拠点整備を公民連携事業により進めてまい
ります。
　また、市役所横に、民間事業者の企画力や創意工夫
などを活かし、市民の利便性の高い魅力的な複合施設
整備を官民連携により進めてまいります。
　大里北小学校跡地利用については、市・嶺井区・民
間事業者の三者で利用計画を策定し、事業着手に向け
取り組んでまいります。
　体育施設等１７施設については、指定管理を継続す
るとともに、民間事業者の企画力や創意工夫を活かし
た施設の適正管理、運営及びスポーツ教室を開催する
など市民の利便性向上に努めてまいります。
　市営住宅については、入居者が安心して生活できる
よう、公営住宅等長寿命化計画に基づき築年数の古い
百名団地の改修に取り組んでまいります。
　公共下水道は、公共用水域の水質保全、公衆衛生の
向上など生活環境の向上に大きな役割を果たしてお
り、引き続き、流域関連公共下水道区域の大里処理分
区について、沖縄県と早期整備に向け協議を行い、汚

水処理区分の再検討を進めてまいります。
　また、老朽化が進む汚水処理施設の機械設備等の更
新を行うとともに、４つの集落排水処理施設を統合す
るための計画に着手し、効率的な施設運営に努めてま
いります。
　持続可能な下水道サービスを目指し、下水道への接
続を促進し、生活環境の向上並びに収益向上を図ると
ともに、下水道料金改定の検討を行ってまいります。
　令和５年度より築造工事に着手した糸数配水池につ
いては、令和７年度の竣工を目指し、本体工事に併せ、
電気設備、機械設備の整備を進めてまいります。
　デジタル技術を活用した行政サービスの提供を目
的に、市役所窓口のデジタル化を進め、情報システ
ムの標準化・共通化を推進すると共に、ＬＩＮＥ等を
活用したオンライン申請の充実、マイナンバーカー
ドの利活用、口座振替手続きの電子申請システム導
入、行政事務の効率化を図り行政手続きの簡素化に
取り組みます。
　また、地域社会のデジタル化の指針となる「南城市
デジタル田園都市構想」を実現するために、観光、公
共交通、産業、教育など、さまざまな分野における地
域課題についてデジタル技術を活用した住みよいまち
づくりを目指して取り組んでまいります。
　以上が、令和６年度の主要施策の説明となります。
ここで申し述べた施策以外の事業についてもさまざま
な制度や事業を活用し、「日本一元気で魅力あるまち
づくり」の実現に向け全力で取り組んでまいります。

３．令和６年度行財政改革について

　市の財政状況は、今後も厳しい状況が続くことが予
想されます。
　社会情勢の変化や市民ニーズの多様化・高度化に伴
い、行政サービスへの需要が増加する中、さらなる行
財政改革が求められます。
　令和６年度は、各種施策の推進や複雑化・多様化す
る行政課題への対応をより効率的かつ機能的に進める
ため、「健康福祉部」の再編や、「秘書防災課」、「公民
連携室」、「交通政策課」の新設など、組織体制の見直
しを行います。
　また、「第４次南城市行政改革大綱」を指針に、こ

れまで多様な施策の推進に取り組んでまいりました。
市民の利便性向上はもとより、業務の効率性と生産性
の向上、新たな時代に対応した行政サービスの提供、
さらには市が直面する重要な課題への対応など、将来
を見据えた堅実で持続可能な行財政運営を目指し、取
り組みを継続してまいります。

４．令和６年度当初予算について

　以上、申し上げました政策、施策を実行するため令
和６年度当初予算は、

 一般会計 ２８，０２１，３６８　千円
 特別会計 ６，３５９，４５９　千円
 企業会計 ３，６６６，５１４　千円
 総　　計 ３８，０４７，３４１　千円

の規模となっております。
　歳入では、個人所得や住宅建築の増加により市税は
増加を見込んでいるものの、歳入総額における自主財
源の割合は依然として低く、地方交付税等に大きく依
存した財政構造となっております。
　歳出では、馬天小学校校舎改築工事の大部分等が終
了したことにより、普通建設事業費は減少し、その一
方で、社会保障費や人件費等の義務的経費が増加して
おります。
　令和６年度の主な新規事業として、百名小学校空調
設備更新事業、知念小学校空調設備更新事業、垣花屋

宜原地区農業水路等長寿命化・防災減災事業、小学校
教科書指導書等整備事業などを予算計上しております。
　予算編成においては、今後、予想される社会保障
費の増加により厳しい行財政運営が見込まれること
から、必要な事業を厳選しつつ、事務事業の取捨選
択に取り組み、市民が将来に明るい展望が持てるよ
うな施策の展開を図ることを基本に予算を編成いた
しました。

むすびに

　人と人とが信頼の絆でつながり、コミュニティが形
成されることで、市民一人一人が幸せを実感できるよ
うな環境を創り上げてまいります。
　私の決意は、笑顔輝く活力に溢れた「日本一元気で
魅力ある南城市」の実現です。その実現に向けて、市
民とともに創り上げてまいります。
　各施策の取り組みについては、市民や議員の皆さま
からのご意見を拝聴しながら、丁寧な説明及び積極的
な情報発信に努めてまいります。
　以上が、市政運営に臨む基本姿勢と、所信の一端で
ございます。
　市民の皆さま並びに議員の皆さまのご理解とご支
援、ご協力をお願い申し上げ、令和６年度の施政方針
といたします。

令和６年２月２６日
南城市長　古謝 景春

に対し支援してまいります。
　本市の西側を除く三方は海岸線に接し、東部地域で
は海岸沿いの平地に集落が形成されており、災害時に
高台への避難ルートの確保が急務となっております。
南部東道路の早期開通に向けた取り組みと併せ、南城
つきしろインターチェンジから東部地域（低地部）へ
の延伸について取り組んでまいります。
　佐敷中学校校舎は、築 34 年経過し今後大規模改修
工事が必要となります。
　敷地が海岸に隣接していることから、高台移転につ
いても、引き続き検討を進めてまいります。
　停電対策として、電線共同溝が完成した市道知念１
号線は、電力・通信事業者にて、電線・電柱の撤去に
向け民有地の引き込み工事を進めております。
　また、国道３３１号久手堅・津波古地内では、電線
共同溝整備が進められており、事業主体の南部国道事
務所と連携し取り組んでまいります。
　佐敷地域海岸については、河口閉塞、護岸整備など
の課題解決に向け、関係機関と連携し取り組んでまい
ります。
　安心して暮らせる環境づくりのため、各自治会へ防
犯灯の設置工事費の補助を行い、防犯対策に努めてま
いります。
　悲惨な事故を減らすため、地域、各種団体や警察と
連携し交通安全活動を行い、交通安全意識の向上に努
めてまいります。
　また、消費トラブルの未然防止を図るため、消費生
活相談、情報提供と啓発活動に取り組んでまいります。
　昨年、尚巴志ハーフマラソンは第２０回記念大会を
迎え、大会終了後、これまで支えていただいた市民や
関係者への感謝と交流促進を目的に「尚巴志大交流祭」
を開催いたしました。
　令和６年度は、県外や市内からの参加者増加に取り
組み、更なる地域活性化に資するイベント運営を目指
してまいります。
　また、今年１１月に第５回南城市まつりを開催致し
ます。市民と共に様々な魅力を活用したプログラムを
創るとともに、市内外から訪れた皆様の交流を促進し
ながら、市内産業のＰＲや文化活動の活性化につなが
るよう展開してまいります。
　文化芸術振興拠点のシュガーホールでは、音楽専用
ホールの特徴を活かし、市民に広く親しまれる文化事

業を実施するとともに、市民による多面的な利活用を
推進してまいります。
　また、二酸化炭素排出量の削減を図るため、施設
の空調機器等を省エネ型の機器へ切り替えてまいり
ます。
　国内・国際交流の推進については、三重県玉城町と
旧玉城村の姉妹都市盟約がこれまでも引き継がれてお
りましたが、相互理解と友好を一層深め、地域の振興
を図るため、今年２月にあらためて玉城町と南城市と
の姉妹都市盟約が結ばれました。
　令和６年度は、姉妹都市である宮崎県高千穂町と併
せ各分野にわたる交流を推進して参ります。
　また、海外移住者の子弟を研修生として受け入れ、
文化の習得及び市民との交流を通じ国際交流思想の高
揚を図ってまいります。
　国指定文化財の整備については、各史跡の整備基本
計画に基づき、文化庁補助事業を活用し、斎場御嶽並
び城跡等整備や保全に取り組んでまいります。
　世界遺産「斎場御嶽」をはじめとする市内に数多く
所在する歴史・文化の発信拠点整備に向け引き続き取
り組んでまいります。また、市内の複数の公共施設に
保管している貴重な収蔵品については、適切な管理の
もと次世代に継承していくための新たな収蔵庫の整備
に向け取り組んでまいります。
　デジタルアーカイブ事業については、地域に根差し
た歴史遺産や伝統芸能等のデジタル化による保存を進
めるとともに、小中学校や自治会での活用や定期的な
情報発信により観光誘客に繋げてまいります。

　観光振興について、観光協会と連携しながら、本市
の豊富な地域資源を活かし、ウェルネスをテーマとし
た新たな着地型体験プログラムの造成・周知の強化を
図ることにより、市民や観光客がともに心と体が健康
で豊かになるウエルネス・カルチャーリゾートの南城

ブランド構築に努めてまいります。
　その一方で、南部地域や東海岸地域などの近隣市町
村とも連携し、様々な体験プログラム開発や観光交通
の利便性向上に向けた取り組みを市内関係団体と共に
推進してまいります。
　さらに、多様な地域関係者との合意形成や各種デー
タを踏まえたマーケティングやターゲット設定等の戦
略立案、プロモーション活動等を実施する観光地域づ
くり法人設立に向け検討を進めてまいります。
　観光地としての魅力を高めるため、斎場御嶽周辺お
よび市内県道や国道沿いの樹木伐採を強化し、景観形
成に努めてまいります。
　また、沖縄南城セレクションで精選された優良な推
奨品を、市商工会と連携し商工会特産品フェアへの出
店など、販路拡大・開拓を支援してまいります。
　また、ふるさと納税を活用し、全国に対し市産商品
のＰＲや支援に努めてまいります。
　企業版ふるさと納税については、企業の選択した寄
附目的に沿いつつ、本市の地方創生の取り組みをより
一層充実・強化させてまいります。
　また、令和６年度より新たに生活困窮者等への就労
支援を行うことを目的に、就業する際に有利となる資
格の取得に要する費用を補助し、就業の機会を拡大・
創出することにより、失業率の改善および人手不足の
解消に努めてまいります。
　さらに、市内の求職者、求人企業への支援について
は、南城市雇用創出サポートセンターの機能を強化し、
労働局との協力連携体制を整え、求職者および求人事
業所へのさらなる支援に努めてまいります。
　農業の振興については、令和５年度に引き続き「な
んじょう市民農業大学」を開講し、本市の農業におけ
る課題解決を担える人材を育成します。また、農業従
事者の作業効率化や負担軽減を図るため、農業のデジ
タル化を推進してまいります。
　農地については、荒廃農地再生・利用推進事業等を
活用し、耕作放棄地の解消及び循環型農業の拡充にも
取り組んでまいります。また、農地中間管理事業によ
る農地流動化を促進し農地の集積集約を図ってまいり
ます。
　農業の更なる振興に向け、冠水被害の解消など農用
地の保全対策について、農業水路等長寿命化・防災減
災事業（愛地寅野原地区、垣花屋宜原地区）の実施、

緊急浚渫推進事業債を活用した雄樋川の防災機能強
化、緊急自然災害防止対策事業債を活用した志喜屋地
区の農地防災事業に取り組んでまいります。
　また、県営農業水路等長寿命化・防災減災事業（仲
程地区）についても、事業主体の沖縄県と連携し取り
組んでまいります。
　農業生産基盤整備については、県営かんがい排水事
業の吉富地区、中山・志堅原地区や雄樋川２期地区の
整備を引き続き事業主体の沖縄県と地元の連携を図
り、早期供用開始に向け取り組んでまいります。
　畜産業の振興については、経営基盤の強化を図るた
め、継続して優良繁殖牛、優良乳用牛の母牛の導入及
び保留牛の確保を推進してまいります。また、畜産農
家の経営安定支援については、経産牛を活用した肥育
事業のブランド確立に向け、取り組んでまいります。
　水産業の振興については、奥武漁港、久高漁港に
おいて、環境向上に資する施設整備や、水産物の安
定供給を図るため、漁港の機能保全に取り組んでま
いります。
　また、奥武島いまいゆ市場に飲食スペースを整備し、
利用者の利便性向上を図るとともに、更なる誘客や地
域の活性化を図ってまいります。
　海野漁港背後用地については、これまでの販売対象
者だけでなく、対象者を地元の方や若者等へ広げ、販
売促進に努めてまいります。

　将来のまちづくりの根幹である南部東道路について
は、平成２３年度の事業開始から１２年が経過してお
りますが、これまでの進捗状況から、現在目標とする
令和８年度の全線供用（暫定２車線）開始は、全く見
通せない状況にあります。
　早期開通に向け、国と県に対し予算確保及び組織体
制の強化を要請してまいります。
　また、南部東道路を軸とした道路網整備を計画的に

　各小中学校では、コミュニティ・スクールを通じ、
地域と共にある学校を目指し、学校や地域が抱える課
題を地域と連携・協働して、未来を担う子どもたちを
支えるネットワークを形成し、地域の力を活かした学
校運営に取り組んでまいります。
　知念地域の小中一貫教育の取組みにあたっては、令
和６年度より小中合同でのコミュニティ・スクールを
導入し、小中学校が連携し目指すべき子供像や学校像
等を学校と地域が共有しながら、総合的な学習の時間
などを中心に、学びの系統性・連続性を踏まえた教育
活動を実現できるよう支援してまいります。
　また、一人ひとりの能力を最大限に伸長させる特別
支援教育の充実に向け、各学校管理職をはじめ、すべ
ての教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図
る取り組みや学習環境の整備、学校の教育体制の充実
に努めてまいります。
　不登校の未然防止や不登校児童生徒の社会的自立に
向けた各種施策を展開するとともに、学校現場の支援
体制強化を図ることを目的に、引き続き不登校児童生
徒支援体制強化事業を実施してまいります。
　校務支援システムを活用し、教職員の対応時間の確
保、不登校支援員、校内自立支援教室及びハート教室
と連携し支援を強化してまいります。
　放課後の子どもの居場所については、児童館、放課
後児童クラブ、放課後子ども教室、学校やムラヤー等
を活用し、子ども達が安全・安心に過ごすための多様
な居場所づくりに努めてまいります。
　児童生徒が生まれ育った環境に左右されることな
く、安心して学校に通うことができるよう、各地区に
スクールソーシャルワーカーを配置し、学校内外の関
係機関との連携・調整を図り、児童生徒やその家庭が
抱えるさまざまな課題の解決を図ってまいります。ま
た、玉城地区をモデル地区として導入したスクリーニ
ングを他地区にも拡大し、支援対象児童生徒の網羅的
把握、早期発見・早期支援を行ってまいります。
　また、意欲ある学生が将来に希望を持つことができ
るよう、経済的理由で高等教育機関への進学を断念せ
ざるを得ない学生を支援するため、給付型奨学金給付
事業を充実させてまいります。
　外国語や異文化を体験学習する機会をとおして、語
学力と心の豊かさを養うとともに、国際性豊かな人材
を育成するため海外短期留学やＥＳＬキャンプを実施

してまいります。
　小学校の教科書改訂に伴い、デジタル教科書の整備
を進め、電子黒板等のＩＣＴを活用した｢わかる授業｣、
｢魅力ある授業｣を促進し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的充実を図ってまいります。
　子どもたちが安心して学ぶことができる教育環境を
確保するため、引き続き、馬天小学校の校舎改築及び
屋外環境整備、大里南小学校の生徒増加に伴う校舎の
増築を進めてまいります。
　環境に配慮した学校づくりを進めるため、引き続き
小中学校の照明のＬＥＤ化、誰でも利用しやすいトイ
レへの改修、知念小学校及び百名小学校の空調設備を
更新し、快適な教育環境の整備に努めてまいります。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、人とのつなが
りが希薄化し、地域コミュニティ力が低下しつつある
なか、地域活動の再開が困難な状況を打破し地域力を
高めるため、昨年に引き続き、ムラヤー活性化事業支
援臨時助成金を交付し、ムラヤー構想の実現を目指し
てまいります。
　その一方で、ムラヤー構想の実現に資するべく、若
者世代の定住促進と自治会の担い手不足の解消を目指
し、三世代同近居支援補助金の交付を通じ、世代間で
助け合いながら子育てができる環境づくりや地域コ
ミュニティの活性化、さらには家族の絆の強化に繋げ
てまいります。
　特に、一部過疎地域に指定された知念地域について
は、補助額を加算し若者世代の定住強化支援策を図る
とともに、知念地域のコミュニティの担い手不足の解
消に向け、知念地域移住定住支援事業についても推進
してまいります。
　さらに、新婚世帯の住居費や引越しなど費用の一部
を支援する「結婚新生活支援事業」も引き続き実施し
てまいります。

　これらの取り組みは、ムラヤー構想の実現や過疎地
域の持続的発展に寄与するため、市民と行政等との「協
働のまちづくり」と地域住民による「共助のまちづく
り」の推進拠点として、なんじょう市民活動支援セン
ターを通じ、地域や市民活動支援団体等とのネット
ワーク構築、相談業務並びに地域リーダーの育成に取
り組んでまいります。
　また、市内には豊富な知識や経験をもつ高齢者がお
り、シルバー人材センターでは、一人一人の能力や意
欲を発揮できるよう、社会に参加し、生きがいづくり
にとどまらず、市の発展に大きく貢献しております。
新規会員の加入促進や効率的財政運営による安定的経
営基盤の確立を目指し、更なる支援強化を図ってまい
ります。
　女性の社会参加と活躍は、地域の発展に不可欠な要
素であり、第２次南城市男女共同参画行動計画改定版
に基づき，関係機関との連携を図りながら，様々な分
野において女性が活躍できる環境づくりに努めてまい
ります。そして、性別に関わりなく、だれもが個性と
能力を十分に発揮することができる男女共同参画社会
の実現を目指してまいります。

　市民の安心と安全を確保し、豊かに充実して生活で
きる、住み心地の良いまちづくりを推進するために、
各種施策を展開してまいります。
　その一環として、地域住民の複雑化・複合化した支
援ニーズに対応できるよう、包括的な相談支援、多様
な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施
する重層的支援体制整備事業の実施に向け、仕組みづ
くりや体制整備に力を入れ取り組んでまいります。
　さらに、子ども医療費助成については、令和６年４
月受診分より、入院費の助成対象年齢を１８歳年度末
までに拡充し、医療費負担軽減による子育て世代の支
援に努めてまいります。

　高齢者の生きがいづくりは、ムラヤーで実施してい
るミニデイサービスの介護予防強化と併せて、住民運
営の自主体操サークル等の通いの場を増やすなど、社
会参加しやすい環境づくりに努め、高齢者が孤立せず
健康で活動的に生活できるよう支援してまいります。
　また、市民の体力向上や、精神的なストレスの発散、
生活習慣病の予防など、心身の両面にわたり健康の保
持促進に資するスポーツ大会やスポーツ推進協議会主
催のスポーツイベントを実施してまいります。
　さらに、健康寿命の延伸および医療費の適正化に向
け、生活習慣病の重症化予防の取組についても強化し
てまいります。
　地域包括支援センターについては、市直営の基幹型
センター、市内２か所の地域型センターが社会福祉協
議会等の関係機関との連携強化を図り、高齢者の相談
支援の充実、地域住民が互いに支え合う仕組みづくり
に努めてまいります。
　さらに、経済的な問題で生活に困窮している方や、
仕事や住まい、家計等さまざまな困りごとや不安を抱
えている方の状況に応じた支援を行い、自立促進に向
け生活のサポートに努めるとともに、受給者の自立に
向け医療、介護、就労及び学習などのきめ細かい支援
を実施してまいります。
　医療扶助については、現在、紙で発行している医療
券について、マイナンバーカードを利用したオンライ
ン資格確認を導入し、医療券の発行・送付等の事務を
省略化し、受給者の利便性を高めてまいります。
　障がい者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよ
う、権利擁護の推進、合理的配慮の提供、相談支援体
制の強化を関係機関と連携し取り組んでまいります。
　また、地域活動支援センター事業及び相談支援事業
については、新たな委託事業所とこれまでの支援を引
き続き行いながら福祉向上に取り組んでまいります。
　災害時に自力での避難が困難な高齢者や障がい者
などの避難行動要支援者を把握するため、避難行動
要支援者管理システムを活用し、迅速な支援が行え
るよう、関係者と避難行動要支援者名簿の提供に関
する協定の締結ならびに個別計画書の作成を推進し
てまいります。
　災害に強いまちづくりに向け、初動マニュアル、災
害情報を可視化するなど、防災機能の強化を図るとと
もに自治会を基本とした災害時等のボランティア活動

一般会計
280億
2,136万8千円

総計
380 億

4,734 万 1千円

特別会計
63億

5,945万9千円

企業会計
36億6,651万4千円

令和 6 年度 当初予算

一般会計
 福祉、教育、公共施設の整備、環境保全
など市町村の基本的な施策を行うための
会計です。

特別会計
 事業目的を限定し、特定の歳入を特定の
支出に充てて経理する会計で、国民健康
保険、後期高齢者医療などがあります。

企業会計
 独立採算による特定の事業を経理する会
計で水道事業会計と下水道事業会計があ
ります。

　はじめに

　令和６年２月定例会の開会にあたり、市政運営にあ
たって私の所信の一端を申し述べ、市民の皆様並びに
議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。
　はじめに、令和６年１月１日、石川県能登半島地方
を震源とする地震により、家屋の倒壊、津波による被
害、更には、大規模火災など、甚大な被害を及ぼして
おります。この度の地震により、多くの方々が亡くな
られたことに対し、改めてご冥福をお祈り申し上げ、
また、被災された全ての方々に、心よりお見舞い申し
上げます。
　東日本大震災、熊本地震の際と同様に、今年１月に、
石川県輪島市へ支援金、毛布などの生活物資の支援、
また、今月には、南城市各種女性団体、ボランティア
等が中心に作ったサーターアンダギー、有限会社与那
原自動車整備センター様よりご提供いただいた軽車両
３台を２月中旬に送っております。
　今後も、被災地の復旧、復興に対し支援が必要とさ
れる場合は、迅速な対応に努めてまいります。
　本市においても、日頃から災害に強いまちづくりを
目指し、市民の生命と財産を守るため、備えを怠らぬ
よう、市民の防災意識の醸成にも注力し、しっかり取
り組んでまいります。
　私たちの生活を一変させた新型コロナウイルス感染
症は、昨年、感染症法上の位置づけが５類感染症へ移
行され、徐々に社会活動がコロナ禍以前のように戻り
つつあり、尚巴志ハーフマラソン大会は、２０回記念
イベントも大盛況の中、終えることができたことは、
大変喜ばしいことでありました。

　令和６年度は、第５回南城市まつりが予定されてお
り、コロナ禍が明けて、規制のない南城市まつりとな
ります。コロナ禍前以上の盛り上がりとなるよう、市
民と一緒になって取り組んでまいります。
　一方、市民生活や事業者等におかれましては、物価
高騰の影響は続いており、地域経済を回復させるため
の支援事業をはじめ、市民の負担軽減を図るため、地
方創生臨時交付金を活用し、低所得世帯への給付、配
合飼料、農業用肥料購入経費にかかる価格高騰への支
援、市内の店舗で利用できる商品券の配布など、さま
ざまな対策に取り組んでまいりました。しかし、依然
として、市民生活や事業者は、厳しさから脱却できて
おりません。
　令和６年度は、デフレ完全脱却のため、物価高騰対
応重点支援地方創生臨時交付金を活用して、幼小中学
校給食費の値上げ分への補填、保育所等の給食費への
補助、市内の店舗で利用できる商品券の配布を行って
まいります。引き続き、国の動向に注視し、きめ細や
かな事業展開に努めてまいります。
　また、高齢者等の外出する機会を促すため、６５歳
以上及び障がい者手帳を有する市民に、昨年６月から
Ｎバス運賃の実質無償化を実施しております。地域公
共交通は、地域活性化を支える基盤・資源であり、重
要な役割であります。引き続き、利用促進を図り地域
活性化につながるよう取り組んでまいります。
　南部東道路、南城つきしろインターチェンジ南側に、
沖縄初出店となる「コストコ」の開業が夏頃に予定さ
れ、開業に伴う雇用の拡大や市民生活の利便性向上が
見込まれるとともに、交流人口の増加によるにぎわい
の創出、市内及び周辺地域への波及効果をもたらすも
のと期待しております。

　市の均衡あるまちづくりは、若者が定住しやすい生
活環境の構築や利便性の向上が必要で、南部東道路の
早期整備が必要不可欠となります。国、県、関係機関
等と連携し、引き続き、早期全線開通に向け取り組ん
でまいります。
　地域とのつながりを大切にし、「人と自然が調和し
た田園文化都市」づくりを理念に、子どもたちや若者
が希望に満ち、誰もが等しく安心と生きがいを持ち、
いつまでも住み続けたいと思えるまちづくりの実現に
力を注いでまいります。

　１．市政運営の基本姿勢

　市政運営の基本姿勢については、先ほど申し上げた
基本理念のもと、「誇りと希望」、「安らぎと生きがい」、
「賑わいと活力」に満ちた市民主役のまちづくりを実現
するため、公約に掲げた９つの基本政策であります、

　に加え、総合計画に掲げる５つの基本方針に基づき
総合的なまちづくりを推進してまいります。

　２．令和６年度の主要施策について

　それでは、総合計画の基本方針に沿って、概要につ
いてご説明いたします。

　市民生活の質の向上と市の発展に貢献する人材の育
成を目指し、変化し続ける社会を生き抜くことのでき
る環境づくりを進めてまいります。
　令和６年４月に健康増進課の「母子健康包括支援セ
ンター」と、こども相談課の「子ども家庭総合支援拠点」
を統合した「こども家庭センター」を設置し、関係機
関との連携強化を図り、子育て世帯への更なる支援体
制を強化してまいります。
　令和５年度新設した「こども相談課」は、コーディ
ネート機能を備えた相談窓口となっております。引き
続き、医療的ケア児や特別な支援を必要とする児童及
び保護者に対しては、保健、福祉、教育、関係機関が
連携し切れ目ない支援を図ってまいります。
　また、大里こども園においては、看護師等を配置し、
医療的ケア児や特別な支援を必要とする子どもへの支
援体制の充実を図り、インクルーシブ保育・教育を行
うことで、すべての子どもたちが、それぞれの状況に
応じた支援を受け、周囲とのつながりを感じながら共
に成長できるよう努めてまいります。
　幼児教育センターでは、幼小連携強化を図るため、
幼小の職員が互いの保育教育を語り合うことを通し、
連携・協働し、幼児教育での学びや育ちを小学校以降
の学習へとつなぐ架け橋期カリキュラムに取り組んで
まいります。
　また、引き続き幼児教育アドバイザーによる幼児教
育施設への巡回訪問の実施、公開保育・公開授業を通
した幼・小・中職員の学び合い、保育要領・指針等に
基づいた研修を行うことでの理論と実践による保育を
目指し、幼児教育の質を高めてまいります。
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めだか広場（めだか保育園）
947-1553 佐敷字佐敷230-1
月～金 9:00～14:00
あおぞら広場（あおぞらこども園）
945-3557 大里字嶺井537
月～金 9:00～14:00/土 9:00～13:00

�

�

�

�

�

�

� 学校給食センター � 948-7145
� 教育総務課 � 917-5361

病児保育室 大里キッズ
�大里こどもクリニック �882-8444
子どもが病気で保育所等へ通えないけど、仕事
を休めない時に。

月・火・木・金 8:00～17:30
土 8:00～15:00
大里字平良2545-1

ファミリーサポートセンター �こども相談課
�080-1530-9640（直通携帯） �917-5212
子どもの送迎、預かり等をサポート会員が支援。

就学援助制度 �教育総務課 �917-5361
学用品や給食費など、学校生活にかかる費用を援
助します。 ※所得制限あり

子育て広場  �こども保育課 �917-5343
親子での交流や園庭開放、子育てのお悩みを相談できます。 ※ご利用前に、園に電話連絡お願いします。

親子通園（はっぴ～）
�こども相談課 �917-5212
心身の発達が気になる就学前のお子さん向け、親
子参加型の保育・療育。

火・水・金 9:30～11:30
シュガーホール児童室（図書館となり）

児童相談所  �全国共通ダイヤル �189
虐待かもと思ったらすぐに通告・相談。

ひとりで悩まず、お気軽に。
※特別の記載がない限り、
　昼休み（12:00 ～ 13:00）・祝日・年末年始はお休みとなります。

子育てひろば（船越認定こども園）
949-7213 玉城字船越939-2
月・水・金 9:00～12:30/14:00～16:00

たまぐすく広場（玉城こども園）
948-7511 玉城字屋嘉部76
月・火・水・金 10:00～12:00/13:00～16:00

にこにこ広場（大里こども園）
945-2827 大里字仲間918-1
月・水・金 10:00～12:00/13:00～16:00

�

�

�

�

まつぼっくり（松の実こども園）
917-5700 大里字平良2651-1
月・水・金 10:00～11:30/14:00～16:00

�

�

�

�

知念こども園
948-1751 知念字久手堅679
月～金 9:00～18:00

いちはやく

物価高騰のため、令和6年4月より学校給食費を改
定いたします。ただし、保護者の経済的負担を軽
減するため、令和６年度は値上げ分を市が補てん
することで、保護者負担の増額はありません。

 現行月額（日額） ❶改定月額（日額） ❷市補てん月額 ❸交付金事業対象 保護者負担月額
   （平成29年度より） 補てん月額 ❶-❷-❸
中学校 4,800 （270） 5,600 （310） 300 500 4,800
小学校 4,300 （240） 5,100 （280） 300 500 4,300
久高幼稚園 3,200 （210） 3,700 （250） 100 400 3,200

● 本市の学校給食費は、平成23年4月に改定され
て以降、12年間据え置いてきました。

● 食材価格が上昇するなか、必要な栄養価等を維
持するために、様々な努力により給食の提供を
続けてまいりました。

● 平成29年から食材費への市補てんによる対応を
行っています。 ※1人当たり月額300円の補てん

● 現状では、副食の食材費も上昇しており、現行
の給食費では、献立調整により適正な学校給食
の提供が困難な状況にあります。

● 物価高騰につきましては、今後も上昇すること
が予想される事から、給食費の値上げが必要と
なっております。

※給食費はすべて食材費に使われ、人件費・施設
維持管理費などは本市が負担しています。

令和６年４月より 学校給食費を改定します

給食費の改定の経緯

今回の改定で、今後も安全で安心な給食の提供を
維持することができます。ご理解とご協力をお願
い申し上げます。

より充実した学校給食のために
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給食費の改定内容 （単位：円）
令和6年度の給食費
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� 生きがい推進課　� 917-5341

軽度・中等度難聴児の補聴器
購入費等を助成します

対象者 （18歳未満）
● 南城市内に住所を有していること。
● いずれかの耳または両耳の聴力レベルが30dB
以上で、身体障害者手帳の交付対象とならない
こと。

● 補聴器の装用により、言語の習得等の一定の効
果が期待できると身体障害者福祉法第15条第 1
項に規定する耳鼻咽喉科の指定医師から判断さ
れていること。

児童扶養手当額（月額）

全部支給
● 令和5年4月～ 44,140円
● 令和6年4月～ 45,500円 （+1,360円）
一部支給
● 令和5年4月～ 44,130円～ 10,410円
● 令和6年4月～ 45,490円～ 10,740円
  （+1,360円～+330円）

特別児童扶養手当額（月額）

１級
● 令和5年4月～ 53,700円
● 令和6年4月～ 55,350円 （+1,650円）
２級
● 令和5年4月～ 35,760円
● 令和6年4月～ 36,860円 （+1,100円）

令和6年4月より、下記のとおり手当額の改定があ
りますので、お知らせいたします。

次の要件を全て満たす18歳未満の児童を対象に、
補聴器の購入・修理費の一部について助成します。
事前申請が必要です。

※所得制限や他の法令等で助成が受けられる児童
は交付の対象とならない場合がございます。詳
しい内容等はお問合せください。

知念図書館 （知念児童館となり）
休館：火曜 / 館内整理：第4木曜
� 917-5310
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休館：月曜 / 館内整理：第3木曜
� 917-5408

大里分館 （改善センター 1階）
休館：火曜 / 館内整理：第4木曜
� 917-5332

電子図書館

佐敷分館 （シュガーホール併設）
休館：月曜 / 館内整理：第3木曜
� 917-5543

市立図書館　開館時間 平日 9:00～18:00 / 土・日 9:00～17:00
● 土・日の12時～13時は休憩のため閉館。
● 全館休館 ４月29日（月） 昭和の日
 ４月30日（火） 振替休館

沖縄では身近な「模合文化」。ユイマール？そ
れともただの飲み会？琉球王国時代から現代
まで、模合文化の移り変わりの歴史から、こ
れからの時代の模合の役割などを徹底解説！

更新の時期になりましたら、ご利用の際にカウンターにてお声がけいた
します。お名前・住所・電話番号に変更があった際も手続きが必要です。
どちらの手続きも、住所が記載された身分証明書の確認が必要です。

沖縄のもあい大研究

今月の本

（ボーダーインク）

著 平野（野元）美佐
所蔵 知念図書館

� こども相談課　� 917-5212

児童扶養手当・特別児童扶養手当
令和6年度 手当額の改定

利用者カードは、年に一度更新が必要です

� こども保育課　� 917-5343子育て広場「なないろわくわく」実施中！
市内児童館では未就学児の親子向けに、様々な企画を開催しています。
企画内容は児童館ごとに異なります。児童館は10時から開館してい
るので企画がない日もお気軽にお越しください。
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つぎの作品が受賞しました。2月11日に開催された
「第13回なんじょう輝きフェスタ」（P17に掲載）で表
彰式を行いました。

男女共同参画に関する標語
� まちづくり推進課　� 917-5394

家事育児　女性がやって当たり前？
なくしていきたい　その当たり前

中学生の部　知念中2年　新垣 凛空 さん

一般の部　仲里 智子 さん

男だから、女だからと決めつけず
作っていこう　男女共に輝ける社会

普通なんて  自分達の想像
個性いっぱいに

小学生の部　佐敷小4年　盛山 笑以実 さん

令和6年3月1日付けで、西銘忠さんが新たに民生委員・
児童委員として厚生労働大臣より委嘱されました。担当
は知念（久高）地区です。民生委員・児童委員は、住民
の立場から安心安全な生活を支えるボランティアです。

第36回花き品評会

銀賞　 長嶺孝志さん （観葉植物[コンシンネレインボー ]）

銅賞 　新垣恭男さん （観葉植物[サボテン]）

たかし

やすお

第7回沖縄県産「海ブドウ」品評会

最優秀賞　 有限会社ティ・エム・センター （海ブドウ）

こうだい

もりとし

もりゆき

第31回野菜品評会

銀賞　新垣直也さん （ミニトマト[華ひめ]）

銀賞　普天間豊さん （さやいんげん[スーパーステイヤー ]）

銀賞　富盛幸大さん （中長ナス[PC筑陽]）

銅賞　前川守敏さん （へちま[美らへちま]）

銅賞　大城盛行さん （オクラ[フィンガー 5]）

なおや

ゆたか

1月20日と21日に奥武山公園で開催された「おきな
わ花と食のフェスティバル2024」において、南城市
出身の8名（法人含む）が受賞しました。

民生委員・児童委員に就任

有限会社ティ・エム・センター

おきなわ花と食のフェスティバル
南城市から多数受賞

知念地区（久高）　西銘忠さん
ただし

南城市スポーツ少年団
団体表彰

2月24日に行われた「南城市スポーツ少年団交流大
会」で、スポーツ少年団の発展に貢献した「大里JFC」
（サッカー）が、令和5年度の南城市スポーツ少年団
の団体表彰を受けました。

受賞した大里JFCの関係者

市長表敬や話題の人・企業をご紹介。
ホームページにはさらに多数掲載。

今月の顔

継続注射手数料

�生活環境課　�917-5318

令和６年度 狂犬病予防集合注射

犬の飼い主には生後3カ月以上の
犬に一生涯一度の登録と、年一度
の狂犬病予防注射を受けさせる義
務があります。必ず狂犬病予防注
射を受けさせましょう。

狂犬病は犬だけの病気ではありません！ 人にも感染し、
発症した場合はほぼ100％死に至るとても怖い病気で
す。人への感染の95％以上は犬からの咬傷事故で、世
界中で毎年約5万5千人が死亡しています。狂犬病予防
注射であなたの愛犬、家族、そして社会を守ることがで
きます。

各区集合注射の日程 各字公民館等で行います。お住まいの区域と別日・別所でも注射を受けられます。

新規登録手数料および注射手数料

再交付手数料

● 悪天候により、予防注射を中止する場合があ
ります。

● 中止の場合は、市ホームページやQABデータ
放送で案内します。

● 集合注射以外に、市指定動物病院でも予防注
射、済票交付・登録等を行うことができます。

● 市指定動物病院は、市ホーム
ページで確認するか、生活環
境課までお問合せください。

● 狂犬病予防注射料金・・・・・・・・・・・・ 2,850円
● 注射済票交付手数料・・・・・・・・・・・・・ 550円
● 合計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,400円

● 登録手数料・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,000円
● 狂犬病予防注射料金・・・・・・・・・・・・ 2,850円
● 注射済票交付手数料・・・・・・・・・・・・・ 550円
● 合計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,400円

● 犬の鑑札再交付手数料・・・・・・・・・・・ 1,600円
● 注射済票再交付手数料・・・・・・・・・・・・ 340円

必ず受けさせましょう

4月27日（土）  5月11日（土）

5月18日（土）  5月25日（土）

山里
志喜屋
親慶原
垣花
仲村渠
百名
新原
玉城

9:00~  9:15
9:25~10:15
10:30~11:40
13:00~13:30
13:40~14:10
14:20~15:00
15:10~15:30
15:40~16:00

中山
奥武
志堅原
堀川
富里
當山
屋嘉部
糸数
喜良原

9:00~  9:20
9:30~10:30
10:40~11:10
11:20~11:50
13:10~13:40
13:50~14:20
14:30~14:50
15:00~15:30
15:40~16:00

船越
前川
愛地
西原
南風原
平良
古堅
嶺井団地
嶺井

9:00~10:00
10:10~11:00
11:10~11:50
13:10~13:30
13:40~14:00
14:10~14:30
14:40~15:00
15:10~15:30
15:40~16:00

島袋
福原
当間
仲程
大里団地
銭又
平川
高宮城
ﾆｭｰﾀｳﾝ

9:00~9:30
9:40~10:10
10:20~10:50
11:00~11:20
11:30~11:50
13:10~13:40
13:50~14:20
14:30~14:50
15:00~15:30

大城
目取真
湧稲国
稲嶺
真境名
稲福
グリーンタウン
第2グリーンタウン

9:00~  9:40
9:50~10:20
10:30~10:50
11:00~11:50
13:10~13:40
13:50~14:20

14:30~15:30
15:40~16:00

津波古
屋比久
外間
佐敷
手登根
伊原

9:00~10:30
10:45~11:15
11:25~11:50
13:10~14:00
14:10~15:00
15:10~15:30

つきしろ
新里
小谷
新開
兼久
冨祖崎

9:00~10:00
10:10~11:10
11:20~11:50
13:10~14:10
14:20~14:50
15:00~15:30

具志堅
知念
吉富
久手堅
安座真
知名
海野
久原
仲伊保

9:00~   9:20
9:30~10:20
10:30~10:50
11:00~11:20
11:30~12:00
13:10~13:50
14:00~14:20
14:30~14:50
15:00~15:30

詳細
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令和6年度 国民年金保険料の納付書をお届けします
�国保年金課 �917-5327　/　�浦添年金事務所 �877-0343 （自動音声 ②→②）

�税務課　�917-5328

�国保年金課 �917-5327　/　�浦添年金事務所 �877-0343 （自動音声 ②→②）

国民年金に関するお知らせ 軽自動車税の納付・減免について

国民年金第1号被保険者のうち、現金（納付書）で納付され
ている方に日本年金機構から令和6年度分（令和6年4月～
令和7年3月）の納付書が送られます。

※保険料が一部免除されている方は4月～ 6月分の納付書
が送付されます。

納税通知書は普通郵便で送付されます。地方税法により、
郵送で発送した通知書が市に返戻されない場合は、送付
先に配達されたものとして取り扱われます（※1）。納期限
が近づいているにも関わらず納税通知書が届かない場合
は、南城市税務課（�917-5328）までご連絡ください。

※1 地方税法の規定により、送付は納税者の住所・居所等に送付されていれば、
通常到達すべきであった時に送達があったものと法律により推定されてい
ます（地方税法第20条） 。

※2 新車購入時にナンバーを取得するための最初の検査。初度検査年月は、自
動車検査証に記載されています。

※3 営業用とは、貨物軽自動車運送事業を行っている車両です（黒ナンバー）。

● 老齢基礎年金が少なくなる
● 万一の事故や病気で障害が残ったとき
の障害基礎年金が受けられない

● 一家の働き手が亡くなったときの遺族
基礎年金が受けられない

保険料の納め忘れがあると・・・

免除・猶予制度がありますのでご相談く
ださい。

納付が困難な場合は・・・

定額保険料（月額） 16,980円
付加保険料（月額） 400円
納付期限 納付対象月の翌月末日
納付方法 納付書払い、口座振替、クレジットカー

ド納付、スマートフォン決済など

申請場所 南城市役所 税務課（14番窓口）
申請期限 令和6年5月31日（金）

 医療給付費分 後期高齢者 介護納付金分
  支援金分 （40歳～64歳の方）
所得割 7.90％ 2.41％ 2.15％
均等割（1人あたり） 19,000円 6,500円 7,800円
平等割（1世帯あたり） 20,900円 6,400円 5,300円

口座振替・クレジットカード納付のまとめ払い（前納）について

振替方法にまとめ払い（6か月前納、1年前納、2年前納）を
選択した場合、年度の途中からでも口座振替またはクレジッ
トカードによる納付が可能となりました。まとめ払い（前納）
をすると保険料の割引が適用されます。お申込みは国保年
金課または年金事務所へお問合せください。

初回振替日が7月末の場合、7月分～翌
年3月分を前納できます。

1年前納の例・・・

初回振替日が5月末～9月末にあたる場
合は、10月末より6か月分まとめて振替
となります。

6か月前納の例・・・

�国保年金課 �917-5327　/　�ねんきん加入者ダイヤル �0570-003-004
マイナポータルから国民年金の手続きができます

マイナポータルとは、行政手続きのオンラインサービスで
す。国民年金に関する右記の手続きが可能です。

● マイナポータルの利用者登録が必要です。
右のQRコードより、利用者登録をお願い
します。

● 手続きには、マイナンバーカードと、その
受取り時に設定したパスワードが必要です。

● 第1号被保険者加入の届出
● 免除・納付猶予の申請
● 学生納付特例の申請
● 付加保険料納付（申出・辞退・非該当届）
● 産前産後免除の届出
● 口座振替納付（申出・変更・辞退）
● 還付金振込方法（申出・変更）

マイナポータルから可能な手続き（予定を含む）

マイナポータル

● 納付書発送：5月上旬予定
● 納期限：令和6年5月31日（金）
● 減免申請期限：令和6年5月31日（金）

5月は軽自動車税の
納付月・減免の受付期間です。

減免している車両や運転手、障害の区分等
に変更がない場合は、新たに減免申請の手
続きをする必要はありません。減免内容に
変更が生じた場合のみ、減免内容の変更手
続きを行ってください。

令和5年度以前に
軽自動車税を減免された方へ

● 重複受診をやめ、時間外受診を減らすな
ど、医療機関には適切にかかりましょう。

● 薬の用量・用法を守り、ジェネリック医薬
品（後発医薬品）の活用をご検討ください。

● 食事・運動・嗜好品など、生活習慣を見
直し、特定健診を受けましょう。

医療費の抑制にご協力をお願いします

納税通知書が届かない場合は税務課へご連絡を！

身体等に障がいのある方、または該当者と同一生計の方
が所有している軽自動車で、身体等に障がいのある方を
通院・通学等のために運転している場合は、申請手続を
していただくことにより減免される場合があります。普
通自動車も含めて障がいのある方1人につき1台のみ減
免の対象となります。

申請時に必要なもの： ①障がい者手帳等（身体・精神・療育/手帳交付日が令和
6年4月1日以前のもの）　②運転する人の運転免許証の写し　③自動車検査証
の写し　④令和6年度軽自動車税納税通知書　⑤マイナンバーがわかるもの

● 障害の区分によっては減免を受けられない場合があります。詳しく
は南城市ホームページをご覧ください。

● 期限を過ぎると減免を受けることが出来ません。

軽自動車税の減免について

初度検査（※2）後13年を経過した車両は重課税の税率が適
用されます（右表）。令和6年度は初度検査年月が平成
22年4月以前の車両が対象です。

車種区分   重課税の税率（円）
三輪   4,600
四輪以上 乗用 自家用 12,900
  営業用（※3） 8,200
 貨物用 自家用 6,000
  営業用（※3） 4,500

軽自動車税の税率について

令和6年度より下記の税率が適用されます。
税額は7月に世帯主あての納税通知書でお知らせします。

�国保年金課　�917-5327
国民健康保険税について
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令和6年度 国民年金保険料の納付書をお届けします
�国保年金課 �917-5327　/　�浦添年金事務所 �877-0343 （自動音声 ②→②）

�税務課　�917-5328

�国保年金課 �917-5327　/　�浦添年金事務所 �877-0343 （自動音声 ②→②）

国民年金に関するお知らせ 軽自動車税の納付・減免について

国民年金第1号被保険者のうち、現金（納付書）で納付され
ている方に日本年金機構から令和6年度分（令和6年4月～
令和7年3月）の納付書が送られます。

※保険料が一部免除されている方は4月～ 6月分の納付書
が送付されます。

納税通知書は普通郵便で送付されます。地方税法により、
郵送で発送した通知書が市に返戻されない場合は、送付
先に配達されたものとして取り扱われます（※1）。納期限
が近づいているにも関わらず納税通知書が届かない場合
は、南城市税務課（�917-5328）までご連絡ください。

※1 地方税法の規定により、送付は納税者の住所・居所等に送付されていれば、
通常到達すべきであった時に送達があったものと法律により推定されてい
ます（地方税法第20条） 。

※2 新車購入時にナンバーを取得するための最初の検査。初度検査年月は、自
動車検査証に記載されています。

※3 営業用とは、貨物軽自動車運送事業を行っている車両です（黒ナンバー）。

● 老齢基礎年金が少なくなる
● 万一の事故や病気で障害が残ったとき
の障害基礎年金が受けられない

● 一家の働き手が亡くなったときの遺族
基礎年金が受けられない

保険料の納め忘れがあると・・・

免除・猶予制度がありますのでご相談く
ださい。

納付が困難な場合は・・・

定額保険料（月額） 16,980円
付加保険料（月額） 400円
納付期限 納付対象月の翌月末日
納付方法 納付書払い、口座振替、クレジットカー

ド納付、スマートフォン決済など

申請場所 南城市役所 税務課（14番窓口）
申請期限 令和6年5月31日（金）

 医療給付費分 後期高齢者 介護納付金分
  支援金分 （40歳～64歳の方）
所得割 7.90％ 2.41％ 2.15％
均等割（1人あたり） 19,000円 6,500円 7,800円
平等割（1世帯あたり） 20,900円 6,400円 5,300円

口座振替・クレジットカード納付のまとめ払い（前納）について

振替方法にまとめ払い（6か月前納、1年前納、2年前納）を
選択した場合、年度の途中からでも口座振替またはクレジッ
トカードによる納付が可能となりました。まとめ払い（前納）
をすると保険料の割引が適用されます。お申込みは国保年
金課または年金事務所へお問合せください。

初回振替日が7月末の場合、7月分～翌
年3月分を前納できます。

1年前納の例・・・

初回振替日が5月末～9月末にあたる場
合は、10月末より6か月分まとめて振替
となります。

6か月前納の例・・・

�国保年金課 �917-5327　/　�ねんきん加入者ダイヤル �0570-003-004
マイナポータルから国民年金の手続きができます

マイナポータルとは、行政手続きのオンラインサービスで
す。国民年金に関する右記の手続きが可能です。

● マイナポータルの利用者登録が必要です。
右のQRコードより、利用者登録をお願い
します。

● 手続きには、マイナンバーカードと、その
受取り時に設定したパスワードが必要です。

● 第1号被保険者加入の届出
● 免除・納付猶予の申請
● 学生納付特例の申請
● 付加保険料納付（申出・辞退・非該当届）
● 産前産後免除の届出
● 口座振替納付（申出・変更・辞退）
● 還付金振込方法（申出・変更）

マイナポータルから可能な手続き（予定を含む）

マイナポータル

● 納付書発送：5月上旬予定
● 納期限：令和6年5月31日（金）
● 減免申請期限：令和6年5月31日（金）

5月は軽自動車税の
納付月・減免の受付期間です。

減免している車両や運転手、障害の区分等
に変更がない場合は、新たに減免申請の手
続きをする必要はありません。減免内容に
変更が生じた場合のみ、減免内容の変更手
続きを行ってください。

令和5年度以前に
軽自動車税を減免された方へ

● 重複受診をやめ、時間外受診を減らすな
ど、医療機関には適切にかかりましょう。

● 薬の用量・用法を守り、ジェネリック医薬
品（後発医薬品）の活用をご検討ください。

● 食事・運動・嗜好品など、生活習慣を見
直し、特定健診を受けましょう。

医療費の抑制にご協力をお願いします

納税通知書が届かない場合は税務課へご連絡を！

身体等に障がいのある方、または該当者と同一生計の方
が所有している軽自動車で、身体等に障がいのある方を
通院・通学等のために運転している場合は、申請手続を
していただくことにより減免される場合があります。普
通自動車も含めて障がいのある方1人につき1台のみ減
免の対象となります。

申請時に必要なもの： ①障がい者手帳等（身体・精神・療育/手帳交付日が令和
6年4月1日以前のもの）　②運転する人の運転免許証の写し　③自動車検査証
の写し　④令和6年度軽自動車税納税通知書　⑤マイナンバーがわかるもの

● 障害の区分によっては減免を受けられない場合があります。詳しく
は南城市ホームページをご覧ください。

● 期限を過ぎると減免を受けることが出来ません。

軽自動車税の減免について

初度検査（※2）後13年を経過した車両は重課税の税率が適
用されます（右表）。令和6年度は初度検査年月が平成
22年4月以前の車両が対象です。

車種区分   重課税の税率（円）
三輪   4,600
四輪以上 乗用 自家用 12,900
  営業用（※3） 8,200
 貨物用 自家用 6,000
  営業用（※3） 4,500

軽自動車税の税率について

令和6年度より下記の税率が適用されます。
税額は7月に世帯主あての納税通知書でお知らせします。

�国保年金課　�917-5327
国民健康保険税について
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なんじょう日記

なんじょう輝きフェスタ
こどものまち推進委員会と共催

中学生がオリジナルの
英語スキットを堂々披露

市内の中学生がオリジナルの英語スキット（寸劇）を
披露する令和５年度「南城市中学生英語スキットコ
ンテスト」をシュガーホールで開催しました。1年生
の部に5チーム、2年生の部に6チームが参加。司会
も英語と日本語で中学生が担当しました。2年生の
部では、史跡と学校を舞台に、等身大の中学生の願
いを演じた佐敷中が最優秀賞を受賞。1年生の部で
は大里中が最優秀賞となりました。

斎場御嶽周辺で
自動運転EVバスの実証事業

シニアライフクリエイトと
地域見守り協定を締結

2
28

2
23

2
22

南城市内のできごと。ホームページには
さらに多くの話題を掲載しています。

公共交通機関の運転手不足の解消と、交通弱者が安
全かつ便利に移動できる新たなモビリティ確保を目
指す自動運転EVバスの実証事業が、2月23日から
29日に斎場御嶽周辺で行われました。NTT西日本
が主催し、南城市は共催として協力。知念岬公園か
らがんじゅう駅・南城を経由し、緑の館（斎場御嶽）
までの片道約800メートルを運行しました。

南城市と株式会社シニアライフクリエイト（高橋洋
代表取締役）は、高齢者など見守りを必要とする方
の安否および異変の早期発見、対応するための協力
事業者として、地域見守りネットワーク事業につい
ての協定を締結しました。同社は沖縄県を含めた全
国で高齢者の宅配弁当事業を展開しています。市役
所で行われた締結式には、同社営業本部の矢口昌人
部長（写真左）が出席しました。

「第13回なんじょう輝きフェスタ」（主催：南城市男女
共同参画推進委員会）が市役所１階大会議室で開かれ
ました。今年は南城市こどものまち推進委員会と共同
で開催。イベントではジェンダー平等とSDGsの講演
のほか、バネ人間さんによるアトラクションとトーク
ショー、男女共同参画の標語の表彰式が行われました。
（標語はP13で紹介）

2
11

変更

�南城市選挙管理委員会　�917-5402

令和6年6月16日（日）に
沖縄県議会議員一般選挙が行われます

�観光商工課　�917-5387

2024沖縄南城セレクション 募集

大里地区の投票所については、大里南小学校体育館から大里農村環境改善センターへ変更になります。
詳しくは、郵送で届く入場券(ハガキ)をご覧ください。

満18歳以上の日本国民で、引き続き3ヶ月以上南城市の住民基本台帳に記録されている者
※ 満18歳以上の者とは、平成18年6月17日までに生まれた者

沖縄南城セレクションとは・・・
市の地域資源および歴史・文化的にゆかりのあるものを活用して開発された
優良な推奨品を認定する制度です。

投票日 令和6年6月16日（日）
投票時間 午前7時～午後8時　※第3投票所（久高）は午前7時～午後4時

投票日・時間

投票区  施設の名称
玉城地区 （第1投票区） 玉城中学校 1階多目的スペース （正面玄関となり）
知念地区 （第2投票区） 南城市知念社会福祉センター
久高地区 （第3投票区） 南城市久高島離島振興総合センター
佐敷地区 （第4投票区） 南城市老人福祉センター
大里地区 （第5投票区） 南城市大里農村環境改善センター （住所：南城市大里字仲間928番地）

投票場所

期間 令和6年6月8日（土）～令和6年6月15日（土）
場所 南城市役所１階 大会議室
時間 午前8時30分～午後8時

募集期間 4月15日（月）～ 5月17日（金）17時
対象品目 【食品部門】 農産加工品、畜産加工品、水産加工品、健康食品、飲料、菓子等
 【非食品部門】木工品、陶磁器、家具、日用品、繊維製品、民芸品、装飾品、体験メニュー、その他
申請方法 市ホームページの申請者の条件・認定基準等をご確認いただき、申請書を作成の上、観光商工

課まで提出してください。

期日前投票

選挙権について

OKINAWA NANJO

2024 推奨品
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なんじょう日記

なんじょう輝きフェスタ
こどものまち推進委員会と共催
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英語スキットを堂々披露
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斎場御嶽周辺で
自動運転EVバスの実証事業

シニアライフクリエイトと
地域見守り協定を締結

2
28

2
23

2
22

南城市内のできごと。ホームページには
さらに多くの話題を掲載しています。

公共交通機関の運転手不足の解消と、交通弱者が安
全かつ便利に移動できる新たなモビリティ確保を目
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29日に斎場御嶽周辺で行われました。NTT西日本
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「第13回なんじょう輝きフェスタ」（主催：南城市男女
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2
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変更

�南城市選挙管理委員会　�917-5402
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期間 令和6年6月8日（土）～令和6年6月15日（土）
場所 南城市役所１階 大会議室
時間 午前8時30分～午後8時

募集期間 4月15日（月）～ 5月17日（金）17時
対象品目 【食品部門】 農産加工品、畜産加工品、水産加工品、健康食品、飲料、菓子等
 【非食品部門】木工品、陶磁器、家具、日用品、繊維製品、民芸品、装飾品、体験メニュー、その他
申請方法 市ホームページの申請者の条件・認定基準等をご確認いただき、申請書を作成の上、観光商工

課まで提出してください。
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【広告】【広告】 【広告】

このスペースに広告を
掲載してみませんか

詳細は右のQRコードをご確認ください
 秘書防災課  �917-0256　

有料広告募集中

お問合せ

開催期間
時間・回数
受講料

定員
申込方法
申込締切
開催場所

5月8日（水）～令和7年2月19日（水）
19:00～21:00（全39回）
無料（ただし、テキスト代等6,000円
程度は実費負担）
10名程度
窓口にてお申込み
4月23日（火）
南城市役所 会議室（1～13回目）
八重瀬町役場 会議室（14～26回目）
南風原町役場 会議室（27～39回目）

南城市の障害者（児）委託相談支援事業者が、「南城
市社会福祉協議会」から「沖縄文化スポーツイノベー
ション株式会社」に変わります。事業者変更により、
地域活動支援センター「野の花」の名称や場所、電話
番号、相談支援事業が変わることはありません。

利用券交付 はり・きゅう・
あん摩マッサージ・指圧

� 国保年金課　� 917-5327 � 生きがい推進課　� 917-5341

手話奉仕員養成講座
受講生募集

� 生きがい推進課　� 917-5341

障害者（児）委託相談
支援事業者が変わります

� 給付金事務局　� 988-8195

【期限延長】物価高騰を支援
対象世帯へ7万円の給付金

令和6年2月から実施している低所得者への給付金
について、申請期限を1か月間延長します(3月29日
から4月30日に延長)。申請手続がまだの世帯は、
期限内での申請をお願いします。

※ 口座振替日は4月22日（月）です。残高の確認を
お願いします。

納期限　令和6年4月30日（火）  

� 税務課　� 917-5328

固定資産税
第1期の納付について

4月は固定資産税第1期の納付月となっております。
納め忘れのないよう早めの納付をお願いします。

� 税務課　� 917-5328

土地・家屋価格等縦
覧帳簿の縦覧について

縦覧帳簿には市内にある土地・家屋の価格等が記
載されています。自分の所有する土地や家屋の価
格とほかの土地や家屋の価格と比較し、適正に評
価されているかを確認できる制度となっており、
縦覧期間中のみ縦覧することができます。

申請に必要なもの
・本人と確認できる書類
 （マイナンバーカード・運転免許証等）

縦覧できる方
・南城市内に土地・家屋を所有する納税者、または
その代理人
※固定資産税が免税点未満の所有者は縦覧できま
せん。

支給対象世帯
● 世帯全員が令和5年度分の市村民税均等割が非課税である
世帯の中で、課税者に世帯員全員が扶養されていない世帯

通知および給付時期　
● 対象世帯へご案内の通知をお送りしております（１月下
旬に発送済み）。

● 未申告者がいる世帯は、収入申告後に窓口にて申請が必要です。
● 2月から給付を開始しています。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金
受付時間
受付場所
給付額

平日9:00～16:30
市役所2階 展示スペース
7万円　　　申請期限　4月30日（火）

縦覧期間

受付時間
縦覧場所
手数料

4月1日（月）～4月30日（火）
（土・日・祝日を除く）
8:30～17:15（12:00～13:00除く）
税務課（市役所1階 13番窓口）
無料

対象者
● 国民健康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者
● 末梢神経疾患または運動器疾患等による症状が
ある方

● 現在、医療機関等で治療中ではない方
● 保険対象の施術（はり・きゅう・あん摩・マッサージ）
を受けていない方

● 税の納め忘れがない方

注意事項
● 多くの方へ利用券を交付するため、交付申請を上
半期（4月～9月の申請）と、下半期（10月以降の申
請）に分けて受付けします（交付枚数はそれぞれ6
枚）。下半期の受付対象者は下記のとおりです。

　・上半期で交付を受けて利用券を使い切った方
　・上半期で申請されていない方
　・下半期以降に加入した方
● 予定交付枚数に達し次第、上半期の途中でも交付
終了となります。同時に下半期受付けも終了とな
ります。

申請に必要なもの
● 施術を受ける方の健康保険証、またはマイナ保険証

対象者・受講条件
手話学習初心者で下記の条件を満たす方
・南城市在住・在勤・在学の方
・2年間継続して受講できる方
・入門編（令和6年度）と基礎編（令和7年度）を修
了後、沖縄県主催の手話通訳者養成講座へ受講
する意思のある方
・講座終了後に南城市に登録し、学習会参加に意
欲のある方

障害者（児）委託相談支援事業者（4月1日～）
「沖縄文化スポーツイノベーション株式会社」
※活動内容や相談支援体制等が多少変化することが考えら
れます。利用者の皆さまには、なるべくご負担がないよう
に引継ぎ等をいたします。

� 健康増進課
� 917-5324

沖縄県民の食べ方の特徴は？
国が実施する家計調査ではどんなものをよ
く購入しているのか地域の特徴を知ること
ができます。沖縄県民（那覇市）の食品の
選び方からは肥満との関係がありそうです。
みなさんの食べ方はどうでしょうか？

統計から見える沖縄の食
［食品の購入量・購入金額の全国ランキング］

※総務省統計局 家計調査より（2021～2023年平均）

食用油
加工肉
ベーコン
弁当

1位
1位
2位
2位

魚類
葉野菜
牛乳
わかめ

最下位
最下位
最下位
最下位

�お問合せ　�電話（市外局番098）　�FAX　�メールアドレス　�ホームページお知らせ
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お問合せ

開催期間
時間・回数
受講料

定員
申込方法
申込締切
開催場所

5月8日（水）～令和7年2月19日（水）
19:00～21:00（全39回）
無料（ただし、テキスト代等6,000円
程度は実費負担）
10名程度
窓口にてお申込み
4月23日（火）
南城市役所 会議室（1～13回目）
八重瀬町役場 会議室（14～26回目）
南風原町役場 会議室（27～39回目）

南城市の障害者（児）委託相談支援事業者が、「南城
市社会福祉協議会」から「沖縄文化スポーツイノベー
ション株式会社」に変わります。事業者変更により、
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手話奉仕員養成講座
受講生募集

� 生きがい推進課　� 917-5341

障害者（児）委託相談
支援事業者が変わります

� 給付金事務局　� 988-8195

【期限延長】物価高騰を支援
対象世帯へ7万円の給付金

令和6年2月から実施している低所得者への給付金
について、申請期限を1か月間延長します(3月29日
から4月30日に延長)。申請手続がまだの世帯は、
期限内での申請をお願いします。

※ 口座振替日は4月22日（月）です。残高の確認を
お願いします。

納期限　令和6年4月30日（火）  
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固定資産税
第1期の納付について

4月は固定資産税第1期の納付月となっております。
納め忘れのないよう早めの納付をお願いします。
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土地・家屋価格等縦
覧帳簿の縦覧について

縦覧帳簿には市内にある土地・家屋の価格等が記
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対象者・受講条件
手話学習初心者で下記の条件を満たす方
・南城市在住・在勤・在学の方
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了後、沖縄県主催の手話通訳者養成講座へ受講
する意思のある方
・講座終了後に南城市に登録し、学習会参加に意
欲のある方

障害者（児）委託相談支援事業者（4月1日～）
「沖縄文化スポーツイノベーション株式会社」
※活動内容や相談支援体制等が多少変化することが考えら
れます。利用者の皆さまには、なるべくご負担がないよう
に引継ぎ等をいたします。

� 健康増進課
� 917-5324

沖縄県民の食べ方の特徴は？
国が実施する家計調査ではどんなものをよ
く購入しているのか地域の特徴を知ること
ができます。沖縄県民（那覇市）の食品の
選び方からは肥満との関係がありそうです。
みなさんの食べ方はどうでしょうか？

統計から見える沖縄の食
［食品の購入量・購入金額の全国ランキング］

※総務省統計局 家計調査より（2021～2023年平均）

食用油
加工肉
ベーコン
弁当

1位
1位
2位
2位

魚類
葉野菜
牛乳
わかめ

最下位
最下位
最下位
最下位

�お問合せ　�電話（市外局番098）　�FAX　�メールアドレス　�ホームページお知らせ
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【広告】【広告】 【広告】

南城市知念字久原693番地 エスペランサ華満進1F

院 長　明 石　  学
消化器内視鏡専門医

消化器病専門医　認定産業医

シュガーホールから車で5分

■診療時間
午前9時～12時／午後2時～6時
休診日：木午後・土午後、日曜、祝日

胃カメラ
内科一般・予防接種（小児も可）

大腸カメラ

あかし内科クリニック

特定健診
長寿健診

入会説明会（毎月1回）

シルバー人材センター
会員募集

� 南城市シルバー人材センター　� 988-1262

市民活動を支援！
上がり太陽プラン事業 募集

� まちづくり推進課　� 917-5394

「誠一つ」照喜名朝一翁之像建立チャリティー公演

日時
場所
入場料
主催
共催

後援

6月8 日（土）18:00開演（17:30開場）
南城市文化センター シュガーホール
2,000円
南城市文化協会
南城市、南城市教育委員会、
「誠一つ」照喜名朝一翁之像建立期成会
南城市議会、南城市商工会、南城市観光
協会、琉球新報社、沖縄タイムス社

募集要件

募集期間
申込方法

18～30歳の若者で、地域を盛り上げ
たい方、地域貢献に興味のある方
4月1日（月）～30日（火）
南城市青年連合会ホームページ、また
はFacebookでお問合せください。
（電話での受付は行っておりません）

日時
場所

第1火曜 14:00～
南城市シルバー人材センター
（佐敷字佐敷56番地1）

� 南城市文化協会　� 090-4777-7791（城間）

人間国宝 照喜名朝一氏
像建立に向けた公演

水不足でピンチ！
節水のご協力をお願いします

� 水道課　� 917-5347

沖縄本島地域は令和５年９月から少雨傾向にあ
り、ダム貯水率が低下し続けています。今後も少
雨傾向が続き、さらに貯水率が低下した場合は給
水制限を実施せざるを得ない状況になります。市
民の皆さまには、節水に努めていただくようにお
願いいたします。
※ QRコードより「節水対策」をご確認いただけます。

� 南城市青年連合会　� info@nanjoseiren.info

南城市青年連合会
メンバー募集!!

南城市を盛り上げたい青年たちを大募集!! 地域の文
化や伝統について興味のある方、地域を盛り上げた
い、地域のために活動したい若者を募集します!

これまでやってきたこと、これからやりたいことを
始めてみませんか？ 働く意欲を持つ会員へ、個人や
企業等から臨時的・短期的な仕事を引き受け提供し
ます。60歳以上の方なら、どなたでも入会できます。
入会申込はお電話でもOKです。

地域課題を解決し、地域の活力を生み出そうとする
事業を提案した市民活動団体に、事業実施にかかる
経費の一部または全部を助成金として交付します。

テーマ設定型（2団体程度採択）
「知念地域のコミュニティ活性化に資する事業」
● 補助額：上限50万円（補助率：10分の10以内）

自由提案型（1団体程度採択）
● 補助額：上限50万円（補助率：10分の10以内）

こども提案型（2団体程度採択）
● 補助額：上限25万円（補助率：10分の10以内）

国保税・マイナンバーカード
時間外窓口（最終週の火曜）

国保税の納税相談 ・短期証の切替のみ

日時

場所

4月30日（火）17:15～20:00
5月28日（火）17:15～20:00
国保年金課（市役所1階3番窓口）

� 国保年金課　� 917-5327

マイナンバーカード申請・交付

日時
場所
申込方法

4月30日（火）17:30～19:15
市民課（市役所1階1番窓口）
LINE予約・電話予約
（当日16:00まで）

� 市民課　�  917-5312

※ 詳細は表右のQRコードよりご確認いただけます。

詳細

詳細

宅地内の浄化槽または汲み取り式トイレを廃止
し、公共下水道へ接続する際に発生する工事費用
の一部を補助します。佐敷地区の公共下水道への
接続に限り適用されます。詳細は下水道課へお問
合せいただくか、ホームページをご覧ください。

※本事業は、沖縄振興公共投資交付金を活用し、
水質汚濁の防止・浄化促進及び生活環境改善のた
め、早期に下水道接続を行っていただくことを目
的に実施しています。

※上記3つの提案型について、自治会・区から提
案があった場合は、補助率が10分の9以内となり
ます。

� 下水道課　� 917-5349

佐敷地区の下水道接続
工事費用を補助します

受付期間　11月29日（金）まで

募集期間
募集要項

4月1日（月）～4月22日（月）
まちづくり推進課で配布および市ホー
ムページに掲載中です。

ホームページ Facebook

「南城市地図情報システム」の運
用を開始しました。自宅やオフィ
スのパソコンからインターネッ
ト上で、都市計画図や用途地域
等の位置検索を簡単に行えます。
スマートフォンサイトもあり、
外出先からの検索も可能です。
是非ご利用ください。

� 都市計画課　� 917-5350
� https://www.city.nanjo.okinawa.jp/shisei/
　 keikaku/toshikeikaku/1706747670/

各種地図情報を
インターネットで閲覧

スマートフォン版の画面

�お問合せ　�電話（市外局番098）　�FAX　�メールアドレス　�ホームページお知らせ
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【広告】【広告】 【広告】

南城市知念字久原693番地 エスペランサ華満進1F

院 長　明 石　  学
消化器内視鏡専門医

消化器病専門医　認定産業医

シュガーホールから車で5分

■診療時間
午前9時～12時／午後2時～6時
休診日：木午後・土午後、日曜、祝日

胃カメラ
内科一般・予防接種（小児も可）

大腸カメラ

あかし内科クリニック

特定健診
長寿健診

入会説明会（毎月1回）

シルバー人材センター
会員募集

� 南城市シルバー人材センター　� 988-1262

市民活動を支援！
上がり太陽プラン事業 募集

� まちづくり推進課　� 917-5394

「誠一つ」照喜名朝一翁之像建立チャリティー公演

日時
場所
入場料
主催
共催

後援

6月8 日（土）18:00開演（17:30開場）
南城市文化センター シュガーホール
2,000円
南城市文化協会
南城市、南城市教育委員会、
「誠一つ」照喜名朝一翁之像建立期成会
南城市議会、南城市商工会、南城市観光
協会、琉球新報社、沖縄タイムス社

募集要件

募集期間
申込方法

18～30歳の若者で、地域を盛り上げ
たい方、地域貢献に興味のある方
4月1日（月）～30日（火）
南城市青年連合会ホームページ、また
はFacebookでお問合せください。
（電話での受付は行っておりません）

日時
場所

第1火曜 14:00～
南城市シルバー人材センター
（佐敷字佐敷56番地1）

� 南城市文化協会　� 090-4777-7791（城間）

人間国宝 照喜名朝一氏
像建立に向けた公演

水不足でピンチ！
節水のご協力をお願いします

� 水道課　� 917-5347

沖縄本島地域は令和５年９月から少雨傾向にあ
り、ダム貯水率が低下し続けています。今後も少
雨傾向が続き、さらに貯水率が低下した場合は給
水制限を実施せざるを得ない状況になります。市
民の皆さまには、節水に努めていただくようにお
願いいたします。
※ QRコードより「節水対策」をご確認いただけます。

� 南城市青年連合会　� info@nanjoseiren.info

南城市青年連合会
メンバー募集!!

南城市を盛り上げたい青年たちを大募集!! 地域の文
化や伝統について興味のある方、地域を盛り上げた
い、地域のために活動したい若者を募集します!

これまでやってきたこと、これからやりたいことを
始めてみませんか？ 働く意欲を持つ会員へ、個人や
企業等から臨時的・短期的な仕事を引き受け提供し
ます。60歳以上の方なら、どなたでも入会できます。
入会申込はお電話でもOKです。

地域課題を解決し、地域の活力を生み出そうとする
事業を提案した市民活動団体に、事業実施にかかる
経費の一部または全部を助成金として交付します。

テーマ設定型（2団体程度採択）
「知念地域のコミュニティ活性化に資する事業」
● 補助額：上限50万円（補助率：10分の10以内）

自由提案型（1団体程度採択）
● 補助額：上限50万円（補助率：10分の10以内）

こども提案型（2団体程度採択）
● 補助額：上限25万円（補助率：10分の10以内）

国保税・マイナンバーカード
時間外窓口（最終週の火曜）

国保税の納税相談 ・短期証の切替のみ

日時

場所

4月30日（火）17:15～20:00
5月28日（火）17:15～20:00
国保年金課（市役所1階3番窓口）

� 国保年金課　� 917-5327

マイナンバーカード申請・交付

日時
場所
申込方法

4月30日（火）17:30～19:15
市民課（市役所1階1番窓口）
LINE予約・電話予約
（当日16:00まで）

� 市民課　�  917-5312

※ 詳細は表右のQRコードよりご確認いただけます。

詳細

詳細

宅地内の浄化槽または汲み取り式トイレを廃止
し、公共下水道へ接続する際に発生する工事費用
の一部を補助します。佐敷地区の公共下水道への
接続に限り適用されます。詳細は下水道課へお問
合せいただくか、ホームページをご覧ください。

※本事業は、沖縄振興公共投資交付金を活用し、
水質汚濁の防止・浄化促進及び生活環境改善のた
め、早期に下水道接続を行っていただくことを目
的に実施しています。

※上記3つの提案型について、自治会・区から提
案があった場合は、補助率が10分の9以内となり
ます。

� 下水道課　� 917-5349

佐敷地区の下水道接続
工事費用を補助します

受付期間　11月29日（金）まで

募集期間
募集要項

4月1日（月）～4月22日（月）
まちづくり推進課で配布および市ホー
ムページに掲載中です。

ホームページ Facebook

「南城市地図情報システム」の運
用を開始しました。自宅やオフィ
スのパソコンからインターネッ
ト上で、都市計画図や用途地域
等の位置検索を簡単に行えます。
スマートフォンサイトもあり、
外出先からの検索も可能です。
是非ご利用ください。

� 都市計画課　� 917-5350
� https://www.city.nanjo.okinawa.jp/shisei/
　 keikaku/toshikeikaku/1706747670/

各種地図情報を
インターネットで閲覧

スマートフォン版の画面

�お問合せ　�電話（市外局番098）　�FAX　�メールアドレス　�ホームページお知らせ
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【広告】

● 戸締り・貴重品の管理をお願いします。
● 安全運転の徹底をお願いします。

南城市内の事件・事故 窃盗 ・・・・・・ 3件 物損事故(けが人のいない交通事故) ・・・ 76件
人身事故(けが人のいる交通事故)・・・・・・ 3件

2月

26

3 31 4 1

5 1

2 3 4 5 6

8

29

7 9 10 11 12 13

1514 16 17 18 19

2

20

2221 23 24

30

25 27

28 3 4

65 7 8 9 10 11

日 月 火 水 木 金 土

土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧
（～4/30）（→P19）
海野漁港背後用地
処分地販売申請開
始（→3月号P17）

4か月児健診　
9:30～10:45
3歳児健診 　
13:30～14:45

区長会
7か月児健康相談
9:30～10:45
2歳児健康相談
13:30～14:45

10か月児健診　
9:30～10:45
1歳6か月児健診
13:30～14:45

南部振興会育英
奨学生募集締切
（→3月号P6）
小中学校始業式
久高幼小中学校
始業式・入学式

小中学校入学式
（久高小中を除く）

憩いのオープンガーデン（→裏表紙）

憩いのオープンガーデン（→裏表紙）

憩いのオープンガーデン（→裏表紙）

無料法律・税務
登記相談
（→3月号P18）
定例行政相談
（→P22）

南城市一斉清明
祭（→3月号P19）

沖縄南城セレク
ション募集開始
（～5/17）（→P16)

シニアライフ向上事業
申込締切（→3月号P7）
市給付型奨学生・育英
会貸費学生募集締切
（→3月号P6）

上がり太陽プラ
ン事業募集締切
（→P20）

手話奉仕員養成講
座募集締切（→P18）
プレママ教室
10:00～12:00

3歳児健診
13:30～14:45

1歳6か月児健診
13:30～14:45

狂犬病予防集合
注射（→P12）

昭和の日 憲法記念日 みどりの日

物価高騰支援給付
金申請期限（→P19)
固定資産税納期限
（→P19）
国保税・マイナン
バーカード時間外
窓口（→P20）

市営住宅空家待
ち入居者募集受
付開始（→P22）

こどもの日 振替休日

ごみ収集休み 区長会 4か月児健診　
9:30 ～ 10:45
3歳児健診 　
13:30～14:45

10か月児健診
9:30～10:45
1歳6か月児健診
13:30～14:45

7か月児健康相談
9:30～10:45
2歳児健康相談
13:30～14:45

狂犬病予防集合
注射（→P12）

4月・5月
令和6年/2024年

● 行事予定は変更となる場合があります。
● 5月5日（日）のごみ収集は休みです。
● 乳幼児健診・プレママ教室のお問合わせ　�健康増進課　�917-5324

最新の行事予定は
南城市公式サイトで
ご確認ください。

無料法律・税務登記相談
�生活環境課　�917-5318

● 婚姻・離婚、損害賠償、金銭貸借など
● 登記、相続、債務整理など

5月16日（木） 14:00~17:00
予約開始：4月16日（火）8:30～
市役所3階 共用会議室 311・312

6月13日（木） 14:00~17:00
予約開始：5月13日（月）8:30～
市役所3階 共用会議室 311・312

地域包括支援センター
�基幹型センター（生きがい推進課） �917-5489

● 高齢者に関する「総合相談窓口」
● 介護・医療・保健・福祉・虐待など

西地区：地域型センター 東雲の丘
大里・玉城（親慶原・喜良原・仲村渠・垣花を除く）

987-6669 / 946-2051（夜間・休日）
南城市大里字大城1392番地

�

�

東地区：地域型センター しらゆり
佐敷・知念・玉城（親慶原・喜良原・仲村渠・垣花）

988-0638 （夜間・休日も対応可）
南城市佐敷字津波古432番地

�

�

消費生活相談
�生活環境課　�917-5318

● 多重債務　● 架空請求　● 詐欺
● 通販・マルチ・訪問販売などの悩み

毎週火曜 10:00 ～ 16:00
市役所1階 相談室 111

こころとからだの健康相談
�地域活動支援センター「野の花」
�880-0576
● 病気、家族の問題など
● 自死を考えてしまう方

毎週月・火・木・金 11:00 ～ 15:00
南城市大里字仲間1124番地１

雇用創出サポートセンター
�917-5541
�koyosapo.city.nanjo.okinawa.jp

● お仕事を探している市民・移住希望者
● 求人を募集している企業

平日 9:00~16:00
市役所2階 （市民活動支援センター内）

女性相談、家庭児童相談
�こども相談課　�917-5212

● 離婚やDV、人間関係の悩みなど
● 子どもの養育、学校生活、非行など

平日 9:15 ～ 17:00
市役所1階  15番窓口

定例行政相談
�生活環境課　�917-5318

● 行政の仕事に関する苦情・相談
● 制度・運営についての意見・要望

4月11日（木）　14:00～16:00
市役所2階 相談室 201

要予約

ひとりで悩まず、お気軽に。 ※特別の記載がない限り、
　昼休み（12:00 ～ 13:00）・祝日・年末年始はお休みとなります。

就職・生活支援
パーソナルサポートセンター
�917-5334　�917-5427
�syakai@city.nanjo.okinawa.jp

● 収入が減って家計が苦しい
● 失業して家賃が払えない など

平日 9:00～16:00

要予約

市役所1階  7番窓口

令和６年度の南城市営住宅空家待ち入居者募
集を行います。入居を希望される方は、下記
期間中に施設管理課に備え付けの申込書に必
要事項を記入し、提出してください。

※ 募集要項および申込用紙は受付期間のみの配布となります。
※ 団地によっては空き室がない場合もありますが、その場合
は空き家待ち募集となります。

南城市営住宅
空家待ち入居者募集

�施設管理課　�917-5351

6月21日（金）
抽選会日程（予定）

施設管理課（市役所2階）
資料配布場所・申込先

申込受付・資料配布期間
期間  5月1日（水）～5月31日（金）

●市営百名団地
　（玉城字百名626 ～ 647-3）
●市営ワンヂン原団地
　（知念字久手堅754-2 ～ 819-3）

募集対象団地

�お問合せ　�電話（市外局番098）　�FAX　�メールアドレス　�ホームページくらしの情報
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【広告】

● 戸締り・貴重品の管理をお願いします。
● 安全運転の徹底をお願いします。

南城市内の事件・事故 窃盗 ・・・・・・ 3件 物損事故(けが人のいない交通事故) ・・・ 76件
人身事故(けが人のいる交通事故)・・・・・・ 3件

2月
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日 月 火 水 木 金 土

土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧
（～4/30）（→P19）
海野漁港背後用地
処分地販売申請開
始（→3月号P17）

4か月児健診　
9:30～10:45
3歳児健診 　
13:30～14:45

区長会
7か月児健康相談
9:30～10:45
2歳児健康相談
13:30～14:45

10か月児健診　
9:30～10:45
1歳6か月児健診
13:30～14:45

南部振興会育英
奨学生募集締切
（→3月号P6）
小中学校始業式
久高幼小中学校
始業式・入学式

小中学校入学式
（久高小中を除く）

憩いのオープンガーデン（→裏表紙）
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憩いのオープンガーデン（→裏表紙）

無料法律・税務
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狂犬病予防集合
注射（→P12）

昭和の日 憲法記念日 みどりの日

物価高騰支援給付
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令和6年/2024年
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最新の行事予定は
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市役所1階 相談室 111
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�地域活動支援センター「野の花」
�880-0576
● 病気、家族の問題など
● 自死を考えてしまう方

毎週月・火・木・金 11:00 ～ 15:00
南城市大里字仲間1124番地１

雇用創出サポートセンター
�917-5541
�koyosapo.city.nanjo.okinawa.jp

● お仕事を探している市民・移住希望者
● 求人を募集している企業

平日 9:00~16:00
市役所2階 （市民活動支援センター内）

女性相談、家庭児童相談
�こども相談課　�917-5212

● 離婚やDV、人間関係の悩みなど
● 子どもの養育、学校生活、非行など

平日 9:15 ～ 17:00
市役所1階  15番窓口

定例行政相談
�生活環境課　�917-5318

● 行政の仕事に関する苦情・相談
● 制度・運営についての意見・要望

4月11日（木）　14:00～16:00
市役所2階 相談室 201

要予約

ひとりで悩まず、お気軽に。 ※特別の記載がない限り、
　昼休み（12:00 ～ 13:00）・祝日・年末年始はお休みとなります。

就職・生活支援
パーソナルサポートセンター
�917-5334　�917-5427
�syakai@city.nanjo.okinawa.jp

● 収入が減って家計が苦しい
● 失業して家賃が払えない など

平日 9:00～16:00

要予約

市役所1階  7番窓口

令和６年度の南城市営住宅空家待ち入居者募
集を行います。入居を希望される方は、下記
期間中に施設管理課に備え付けの申込書に必
要事項を記入し、提出してください。

※ 募集要項および申込用紙は受付期間のみの配布となります。
※ 団地によっては空き室がない場合もありますが、その場合
は空き家待ち募集となります。

南城市営住宅
空家待ち入居者募集

�施設管理課　�917-5351

6月21日（金）
抽選会日程（予定）

施設管理課（市役所2階）
資料配布場所・申込先

申込受付・資料配布期間
期間  5月1日（水）～5月31日（金）

●市営百名団地
　（玉城字百名626 ～ 647-3）
●市営ワンヂン原団地
　（知念字久手堅754-2 ～ 819-3）

募集対象団地

�お問合せ　�電話（市外局番098）　�FAX　�メールアドレス　�ホームページくらしの情報
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